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コ　ペ　ル呂　ク
アルフレド・ノdエス，
此の地動説首唱者は，一生涯，かくれ・たる學岩・としてポーランドの田舎に宇宙研究
に耽り，遂に一・as　De　Revolutionil’n．tSを畜はしたが，之れが辛うじで臨終の床を飾
ったといひ傳へられる・此の詩は現代の詩人ノィェスがコペルニクの人と學とをう
f：つたもので，よく理學者の心境を謁き、世と時代とを教へてるる詩である．取材
と構想と共に珍らしい劇詩であろとも見られる・なPみと職ひの學究生活に精進し
たコペルニク，宇宙の眞理と世の椹威と，友の情誼との間に一生涯を捧げナこコペル
ニクを巧みに歯いてるる．
コペノンニクは今静かに死の床に臥し，
隣り人等は戸口にて，こぎれこぎれ，さ＼やく・
眼を見開き，互ひに耳うちして，
うす暗き夢幻の室をのぞき込みつ、…一
斗が日頃，星を豪し壁の穴より
『ごうごう‘ユノレソベノvグから
彼の書物が來ナこにはbic　tz・しかし
誰が其れを見せるのか？」「中が書き換へられすこのだ’Le！
ロマの御許しはあつtzのだのに・この緒言を御魔1
此の登見は，夢だこ書いてある！！』
「彼は，未だ罪ないか，未だ來ないか，ご
百千度もきいてゐ把のだから一
念のページを引き割いて了うか？」
『氣が付くだろうよ』
上の室の信たちは，「暫く待って居なさい」
ご言つだ「彼は忘れて了うかも知れないから
此の最後の聖典が彼れの心を休ませ，
永世の李和に彼を邊るこSにもなろうから・」
　　　　　　　　　かみて入々は足音静かに上手へ行き，
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戸を少し開いて，のぞき込めば，
コペ7Vニクは自い死の床にあへぎあへぐ・
此の世界を，果てし無い世界こしtz
せまき室の中に，燈火一つ照り，
思想の戦士の顔は，土色に見ゆ・
かつては，もろ々々の天を仰ぎ，
古き二心を幾夜か干し彼の眼一
二の榮ある眼も今は閉ちんこす1
床の傍に脆く二人の女，
脚の方には，彼を見守る二二師，
頭邊には，小聲に唱するフランシスカンf曾一・人．
燈火は淋しく聖杯を照らす．すべては静寂，
葡萄酒の香かすに，遠い天上界の呼吸ご通ふ．
今や，戦ひの、眞中に，勝利未だ不安に遠く，
こ＼最後の號命を下す臨終の軍人の如く，
コペノソニクは，熱病の夢の中に，さSやく一
「もはや死だ。しかし今少し死を引き止めよ．
少しばかり，此の死の戸口にて・
かの書物が首尾よく出來すこのが知れるまで，
讐師よ，全力を養せ・吾は
あの書物の一冊も見て，手に鰯れtzい・
まだ其れを持って來ないのか？　約束は
今日の夕暮れまでにごあっだのに・誰か一人
行って催促せよ・夜明けまで吾は死を
引き止二めるカ｝ら．
未だ持って來ないのか？一ニユノンソベノレグから．
吾をだますのか！　是非　あれは立派に，
02 コ　　ペ　　ル　　ニ　　グ
首尾よく印刷されて，人々に護まれるやうに・
それなら吾は死ぬも好い’干れの役目は終るのだ／p
何が渥らせてるるのか？　誰か行って，もはや
吾が氣力が衰へ行くS言へ・
あの書は，天使の手の如く，
吾れには安らかな床の枕であb，
ぐら闇の中の燈火なのだ．
汝知る如く，吾は此の書の光を永く
草むらの中にかくしたが，今後も其のまX
世に出ないかご心配だ．短い…生涯の
元肥な頃には，さほご大切ご思はなかっtzが，
’今や日は暮れ，夜の幕は下りた・
吾は，人々の魂を導く燈の混鑑を恐れる・
しかし，今ぞ吾は知る，入生の三段階を・
初めは日の下に満足して，
ナび見ゆるものを皆眞理こなす．
次ぎに，吾等さごる，或る夜
無限を見る吾等の眼を育ひにし，
書の日の明るみが如阿に
すべての智識をなみぜしかを・
こ、に半々は畏れ退き，疑ひて道を失ひ，
最後に，死の迫る如く2夜陰近づき，
其の荘嚴なる蔭の中に紳を，
絶封智を見て，総て6和らぐ・
吾れも，吾が生涯中，思索せしは
此の地球を全宇宙の中心こし，
日ご月ごに照され，巡られ，
幾萬の星ランプの如く居並ぶ大水晶球は
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各々其の所に居て，絶大なる光明輪は
此の暗闇の入の世をめぐる思想であった・
夜毎々々，確かなる歩調にて彼等は運行し，
年毎に，一貼の異常もない．
其の秩序．其の休み場，其の運行天球中の諸恒星なご・
北斗は永く天極を指し，天球中に固定する・
さらば，此の肚大なる不職歴を如何に説くや？
此等の微光体を皆，
地球に無關係の太陽であるこせば，
毎時一萬りiグづXも動くこも，吾等の眼には
髪の毛の幅にも過ぎすご見ゆる此の大宇宙を・
全く想像外のこごご思へご，
術ほ，吾は日々無限の擢威の下に伏し，
其れに望みをつなぐ．
